
夏季休業中の学校閉庁について（案） 

 

１ ねらい 

   平成２９年８月２９日に中央教育審議会初等中等教育分科会から「学校における働

き方改革に係る緊急提言」が出されました。提言では「学校教育の改善・充実に努め

ていく(略)ためにも、教員が授業や授業準備等に集中し、教員が健康でいきいきとやり

がいをもって勤務でき、教育の質を高められる環境を構築することが必要である」と

し、「教職員の長時間勤務の実態が看過できない状況であり(略)学校教育の根幹が揺ら

ぎつつある現実を重く受け止めるべきであり、『学校における働き方改革』を早急に進

めていく必要がある」としている。 

   本取組も『学校における働き方改革』の一環として実施するものである。 

 

２ 実施期間 

  平成３０年度から、８月１３日～１６日の４日間を、学校閉庁日とする。 

日直も置かず、一切の活動を停止する。 

 

  ※ 事件・事故等の連絡は市教委学校教育課とし、管理職への連絡を確認する。 

  ※ 職員の服務については｢年休｣もしくは｢夏季休暇｣とする。 

 

 

３ 今後の対応 

  ４月：校長会へ打診、総合教育会議及び教育委員会会議での協議 

  ５月：庁議へ報告、全員協議会へ報告、各学校へ通知 

８月：広報紙等により市民、保護者に啓発 

 

 

４ その他 

君津地方４市（君津市・木更津市・袖ケ浦市・富津市）において、足並みを揃える関係

で、今後、４市教育長会議にて調整等を図る予定である。 

議事２ 


